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E『 サクラ はる なつ あき ふゆ 』  

おくやまひさし／作 ほるぷ出版  

 ふゆのあいだ、えだだけだったサクラの木
き

。つぼみがすこしずつふく

らんで、はるには花
はな

がまんかいになりました。そこへ、メジロやミツバ

チがやってきて、みつをすったりかふんをはこんだりしています。 

 サクラをじっくりかんさつすると、たくさんのはっけんがあります。 

 

わ く く わ 

本 だ な 
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１ ２ 年 ３ 

E『 オノモロンボンガ アフリカ南部
な ん ぶ

のむかしばなし 』  

アルベナ・イヴァノヴィッチ=レア／再話 ニコラ・トレーヴ／絵  

さくまゆみこ／訳 光村教育図書 

カメが、おいしい実
み

のなるまほうの木
き

をさがしにでかけました。

その木は＜オノモロンボンガ＞といって、なまえをよばないと実を

くれないのです。そこへライオンがきて、あしのおそいカメのかわ

りに木をさがそうとしますが、なまえをわすれてしまいます。 

としょかんのまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町 5番 1号 電話 076-461-3200 

K913『 とりあえずとりのはなし 』 

  おくはらゆめ／作 あかね書房  

 スズメのはなこは、にんげんのお母
かあ

さんがおけしょうをしているの

をみて、まねをしてみたくなります。こっそりまどからへやにはいっ

て、お母さんのほおべにをぬってみました。そのとき、おんなのこがみ

ていることにきがついて、はなこはあわててにげだそうとします。 

E『 こんとごん てんてんありなしのまき  』 

織田道代／ぶん 早川純子／え 福音館書店 

 こんがドアをあけると、おひさまが「きらきら」、かぜは「さわさ

わ」しています。ごんがとなりのドアをあけると、おひさまが「ぎら

ぎら」、かぜは「ざわざわ」していました。ふたりがドアの中
なか

をすす

んでいくと、にているけれどすこしちがうことがおこります。 

https://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=6973#modal-content


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

わ 

図書館のまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町 5番 1号 電話 076-461-3200 

K913『 チイの花たば 』 

森絵都／作 たかおゆうこ／絵 岩崎書店 

 チイのおばあさんは、お花やさんです。お客さんにぴったりの

花たばをつくるおばあさんをみて、チイも花やになりたいと思う

ようになりました。そんなチイに、おばあさんは「花やにふさわ

しい人間か、花にためされる日が来る」といいます。 

 ある夜チイは、夢
ゆめ

の中で花畑にいました。そこで白ヤギのおじ

いさんと出会い、おくりものの花をえらぶ手伝いをします。 

く く わ 

本 だ な 
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４ ５ 年 ６ 

K913『 ふたりのえびす 』 

高森美由紀／作 フレーベル館 

 青森県八戸市
は ち の へ し

には、＜えんぶり＞という春をよぶお祭りがあり

ます。太一と優
ゆう

希
き

は、えんぶりで＜えびす舞
まい

＞をおどることにな

りました。しかし、太一はやる気がないうえに、優希はリズムお

んちで、二人は息が合いません。 

 そんな中、太一がまわりにかくしているあることが原因
げんいん

で、優

希と大ゲンカしてしまいます。 

K289『 エレキテルの謎
なぞ

を解け  

電気を発見した技術者平賀源内
ひらがげんない

 』 

鳴海風／著 高山ケンタ／画 岩崎書店 

 平賀源内は江戸
え ど

時代の発明家です。初めて見るものでも仕組み

を見ぬき、なんでも自分で作ることができました。しかし、オラ

ンダから来た＜しびれる箱＞だけは、長年仕組みがわからないま

までした。 

 ＜しびれる箱＞の解明にとりかかった源内は、箱から出る火花

がいなずまににていることに気が付きます。 


